
福
岡
・香
椎
Ｂ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
市
東
区
香
椎
字
寺
熊

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）

一
月
―
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
岡
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
下
村
　
智

・
瀧
本
正
志

。
田
上
勇

一
郎

。
本
田
浩
二
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
河
道
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
末
―
戦
国
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
旧
郡
名
で
は
筑
前
国
粕
屋
郡
香
椎
と
な
る
。
福
岡
平
野
の
東
辺
部

を
画
す
多
々
良
川
か
ら
東
は
、
三
郡
山
系
の
博
多
湾
ま
で
達
す
る
丘
陵
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
、
丘
陵
間
に
は
幾

つ
か
の
谷
地
形
が
所
在
す
る
。

そ
の
中
で
香
椎
川
水
系
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
谷
は
、
幅

一
〇
〇

ｍ
、
奥
行
き
二
ｈ
の
規
模
を
有

し
、
や
や
蛇
行
気
味
に
東
西
方

Ｄ

向
に
伸
び
る
。
西
方
は
開
口
し

福

て
博
多
湾
に
面
し
、
東
方
は
低

い
峠
を
越
え
て
宇
美
、
太
宰
府

へ
と
通
じ
る
。
こ
の
谷
の
海
岸
か
ら

一
』
ほ
ど
奥
に
、
『香
椎
宮
編
年
記
』
に

神
功
皇
后
を
祭
神
と
し
て
神
亀
元
年
に
建
立
さ
れ
た
と
あ
る
香
椎
宮

（廟
）
が

位
置
す
る
。
香
椎
Ｂ
遺
跡
は
宮
か
ら
さ
ら
に
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
ほ
ど
谷
奥
に
立
地
す
る
。

今
回
の
調
査
は
宅
地
開
発
に
伴
う
も
の
で
、
計
画
地
内
に
あ
る
中
世
―
戦
国

期
の
山
城
の
御
飯
ノ
山
城
が
立
地
す
る
小
山
な
ど
の
丘
陵
を
切
り
崩
し
て
香
椎

Ｂ
遺
跡
が
立
地
す
る
谷
を
埋
め
、
三
〇
万
ポ
の
宅
地
を
造
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

調
査
は

一
九
九
二
年
１

一
九
九
八
年
の
四
年
間
、
四
次
に
及
ん
だ
。　
一
九
九

五

。
九
六
年
の
調
査
で
は
谷
部
の
三
二
〇
〇
〇
ド
を
、　
一
九
九
七
年

。
九
八
年

で
は
工
事
の
関
係
で
九
二

・
九
六
年
に
調
査
の
で
き
な
か
っ
た
谷
部
の
二
五
〇

〇
ポ
と
山
城
跡

（御
飯
ノ
山
城
）
の
全
面
的
な
調
査
と
を
行
な
っ
た
。

調
査
の
結
果
、
平
安
時
代
末
―
戦
国
時
代
の
掘
立
柱
建
物

・
井
戸

・
溝

・
土

墳
墓

・
堂
跡
な
ど
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
―

一
六
世
紀
の

須
恵
器

・
土
師
器

・
備
前
や
常
滑
産
の
陶
器

。
中
国
産
陶
磁
器
の
他
に
、
木

簡

・
生
活
用
具
や
祭
祀
関
係
の
木
製
品
、
瓦
類
の
多
種
多
様
な
遺
物
が
、
各
遺

構
や
整
地
土
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

調
査
地
の
谷
は
、
南
側
の
三
分
の

一
程
が
未
調
査
の
ま
ま
宅
地
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
不
明
部
分
を
残
す
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら
香
椎
Ｂ
遺

跡
の
歴
史
的
変
遷
を
概
観
し
て
お
く
。
平
安
時
代
後
半
に
は
、
微
高
地
に
掘
立

柱
建
物
が
認
め
ら
れ
る
が
、
整
然
と
区
画
さ
れ
た
地
割
は
出
現
せ
ず
、
自
然
流

路
や
溜
り
、　
一
部
に
は
水
田
が
残
る
。
遺
構
と
し
て
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

安
楽
寺
所
用
軒
九
瓦
や
鎌
倉
時
代
の
大
型
鬼
瓦
な
ど
の
瓦
類
が
出
土
し
て
お
り
、
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当
地
で
の
寺
院

。
公
的
施
設
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。　
一
一
世
紀
後
半
、
遅
く

と
も

一
二
世
紀
初
頭
に
は
本
格
的
整
地
作
業
が
始
ま
り
、
谷
部
に
屋
敷
群
が
形

成
さ
れ
て
い
く
。　
〓

一世
紀
に
は
墨
書
磁
器

（郷
頁
図
参
昭
じ
が
限
定
さ
れ
た

地
区
内
か
ら
多
く
出
土
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
寺
熊
地
区
に
香
椎
宮
の
対
宋
貿
易

を
掌
握
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
宋
人
の
屋
敷
の
存
在
を
強
く
示
唆
す
る
。
遅
く
と

も

一
三
世
紀
に
は
南
北
方
向
の
溝
や
柵
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
、
調
査
区
中
央
部

の
寺
熊
地
区
に
大
型
の
掘
立
柱
建
物
を
中
心
と
し
た
屋
敷
が
出
現
す
る
。　
三
二

世
紀
後
半
に
は
御
倉
谷
地
区
に
火
葬
墓
が
造
ら
れ
始
め
る
。　
一
四
世
紀
後
半
―

一
五
世
紀
前
半
に
は
、
生
水
地
区
に
お
い
て
、
掘
立
柱
建
物
の
主
屋
、
馬
屋
、

仏
堂
な
ど
か
ら
な
る
屋
敷
が
出
現
す
る
。
寺
熊
地
区
に
は
小
堂
の
礎
石
建
物
が

認
め
ら
れ
る
。
こ
の
間
溝
は
幾
度
も
開
削
さ
れ
、
敷
地
の
規
模
に
変
遷
が
認
め

ら
れ
る
。　
三
ハ
世
紀
に
は
小
規
模
な
建
物
か
ら
な
る
集
落
と
な
り
、
小
堂
も
廃

絶
し
墓
地
と
な
る
。
谷
部
の
北
側
に
位
置
す
る
山
城
が
幾
度
か
の
改
修
を
経
て

現
在
の
形
状
に
な
っ
た
の
は

一
六
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
が
、
創
建
時
期
は

検
討
中
で
あ
る
。
山
城
跡
か
ら

一
三
世
紀
末
の
常
滑
焼
の
甕
が
出
土
し
て
お
り
、

山
城
と
直
接
的
に
結
び
付
か
な
い
も
の
の
、
地
理
的
及
び
時
間
的
関
係
か
ら
、

弘
安
四
年

（
〓
一八
３

の
弘
安
の
役
に
軍
事
的
施
設
と
し
て
構
築

（使
用
）
さ

れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
前
年
に
寛
治
七
年

（
一
〇
九
一じ

銘
の
木
簡
が
出

上
し
た
自
然
流
路
Ｓ
Ｄ

一
〇
三

（本
誌
第
一
九
号
参
昭
じ

の
延
長
部
分
か
ら
出
土

し
た
。
Ｓ
Ｄ

一
〇
三
は
、
幅
六
ｍ
、
深
さ
六
〇
釦
を
測
る
。
流
路
内
か
ら
は
三

点
の
木
簡
の
他
に
、
箸
、
下
駄
、

と
も
に
、
解
体
さ
れ
た
牛
の
骨
の

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔妙
出

「汁
五
龍
□
□

。
□
五
郎
二
郎
　
　
」

。　
　
□

（花
押
力
）
」

漆
器
椀
、
山
物
な
ど
の
木
製
品
や
土
師
器
と

一
部
が
出
土
し
て
い
る
。
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□□訓 大雲雲
□国人 日収収
□□恵 □光光
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□  □ □
□    □

①
の
下
端
部
は
、
切
り
折
り
に
よ
る
欠
失
。
②
は
上
部
を
欠
き
、
〇
三
三
型

式
の
可
能
性
も
残
る
が
、
付
札
で
あ
ろ
う
。
工
郎
二
郎
は
荷
主
名
か
。
①
は
同

字
が
並
び
、
経
文
な
ど
の
習
書
の
可
能
性
が
高
い
。

香
椎
Ｂ
遺
跡
は
、
古
代
―
中
世
に
か
け
て
は
香
椎
宮
と
、
そ
の
後
は
大
友
氏

と
の
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。
今
回
の
木
簡
資
料
お
よ
び
第

一
次
調
査
出
土
の
木
簡
資
料
は
、
こ
れ
ら
を
裏
付
け
る
も
の
に
な
ろ
う
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
九
州
大
学
の
佐
伯
弘
次

・
坂
上
康
俊
、
九
州
歴

史
資
料
館
の
倉
住
靖
彦
の
各
氏
か
ら
ご
教
示
を
受
け
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７

（瀧
本
正
志
）
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